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≪

作
り
方
は
２
面
に
つ
づ
く

≪

光
ガ
丘
自
治
会
長　

徳

高

宗

雄
　

当
地
区
は
、
裏
山
を
背
景
に
自
然
豊
か
な
閑
静

な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
宝
塚

市
一
番
の
高
齢
化
率
35
％
超
え
と
な
り
、
高
齢
者

福
祉
の
対
策
が
最
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
福

祉
事
業
と
し
て
逆
瀬
台
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

宝
塚
エ
デ
ン
の
園
、
宝
塚
栄
光
園
、
社
協
逆
瀬
台

地
区
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
地
域
住
民
に
よ
り
起
業

化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
り
が
あ
り
、
地
域
課

題
の
解
決
に
は
、
住
民
主
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
起

業
化
が
重
要
。
最
近
は
当
地
域
の
超
高
齢
化
を
見

越
し
介
護
タ
ク
シ
ー
・
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
新
し
い
株
式
会
社
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

私
は
機
会
が
あ
る
度
に
子
供
達
に
向
か
っ
て

「
勉
強
す
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る
よ
。
」
と
言
い
ま
す
。

自
分
の
子
や
孫
に
は
勿
論
の
こ
と
近
隣
の
子
供
達

に
も
そ
う
し
た
声
を
か
け
ま
す
。

　

勉
強
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
勉
強

が
あ
り
ま
す
。
算
盤
の
技
能
を
高
め
る
の
も
、
漢

字
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
の
も
、
読
書
を
重
ね

読
解
力
を
つ
け
る
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大
切
な
学
習

で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
子
供
達
の
学
習
能
力
を

活
性
化
さ
せ
、
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
ま
す
。

　

あ
る
少
女
は
算
盤
塾
で
学
び
、
小
学
校
５
年
生

で
暗
算
八
段
の
段
位
を
と
り
ま
し
た
。
難
し
い
特

殊
算
法
「
旅
人
算
」
「
植
木
算
」
「
鶴
亀
算
」
な
ど

の
原
理
を
自
分
で
考
え
見
つ
け
出
す
能
力
を
発
揮

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
学
習
に

精
通
す
る
こ
と
で
、
学
習
の
範
囲
を
広
げ
、
学
習

へ
の
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
に

ま
で
広
げ
、
高
度
な
体
操
の
技
を
習
得
し
よ
う
と

さ
え
し
ま
す
。
そ
う
し
た
学
習
を
重
ね
る
と
様
々

な
資
格
習
得
と
結
び
つ
き
ま
す
よ
。
と
な
れ
ば
世

の
中
の
様
々
な
分
野
で
、
人
の
為
に
尽
く
す
機
会

を
多
く
持
て
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
学
習
を
し
よ
う

と
す
る
情
況
を
損
な
う
こ
と
が
あ
る
の
が
、
今
の

一
つ
の
社
会
情
況
で
す
。　

「
い
じ
め
」
に
よ
り
生

き
る
意
欲
を
失
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、
虐
待
に

よ
っ
て
心
身
が
傷
つ
い
た
り
、
時
に
は
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
お
だ
や
か
に
学
習

に
打
ち
込
む
こ
と
が
難
し
い
情
況
が
生
じ
る
心
配

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
大
人
の
出
番
が
来
ま
す
。

自
分
と
同
じ
地
区
に
住
む
子
供
達
を
周
り
の
大
人

が
暖
か
く
見
守
り
、
登
下
校
に
付
き
添
っ
た
り
す

る
こ
と
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
は
、
無
料
の

寺
小
屋
活
動
を
展
開
し
、
子
供
達
の
学
習
の
手
助

け
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
心
の
底
か
ら
思
い
ま
す
。

　

如
何
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
地
域
活
動
を
展

開
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
22
年
８
月
、
宝
塚
市
か
ら
逆
瀬
台
１
丁
目
県

道
沿
い
の
市
有
地
に
、
賃
貸
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
の
新

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
は
家

庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
た
体
制
づ

　

ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
掲
げ
る
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
目
標
は
「
自
然
を
活
か
し
た
健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、
高
齢
者
が
何
時
ま
で
も

健
康
で
、
介
護
が
要
ら
な
い
暮
ら
し
を
目
標
に
、
活

動
を
活
性
化
し
て
い
る
。
健
康
づ
く
り
の
中
核
と

し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
ゆ
ず
り
葉
」
が
あ
る
。

　

22
年
11
月
に
実
施
し
た
宝
塚
市
社
会
福
祉
大
会

で
は
、「
無
縁
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
し

た
。
今
、
無
縁
が
無
援
を
生
み
出
す
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
無
縁
は
自
ら
縁
を
切
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
人
知
れ
ず
問
題
を
抱
え
な
が

ら
、
認
知
症
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
縁
が
切
れ

て
し
ま
っ
た
り
、Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
会
社
や
家
族
以
外
の
新
た
な
縁
を
築
け
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
状
況
が
様
々
な
地
域
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
逆
瀬
台
地
域
で
は
最
近
「
人
と
人

と
が
つ
な
が
る
場
所
」
と
し
て
サ
ロ
ン
活
動
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
４
か
所
だ
っ
た
サ
ロ

ン
は
、
現
在
８
ヵ
所
に
増
え
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
と
は
住
民
自
身
が
運
営
す
る
次
の
よ
う

な
活
動
で
す
。

　

①
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

　

②
地
域
の
人
が
歩
い
て
行
け
る
身
近
な
場
所
で

　
　

開
催
さ
れ
る
。

　

③
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
や
、
歌
、

　
　

体
操
、
手
芸
な
ど
を
楽
し
む
。

　

④
仲
間
作
り
、
情
報
交
換
の
場
。

く
り
と
子
ど
も
を
守
り
、

育
て
る
行
政
施
策
が
重

要
で
あ
る
。

　

毎
年
恒
例
の
子
ど
も

た
ち
を
中
心
に
し
た
、

秋
の
「
ゆ
ず
り
葉
ま
つ

り
」
は
、
６
月
か
ら
逆

瀬
台
小
学
校
ゆ
ず
り
は

会
、
学
校
、
地
域
社
会

が
一
同
に
会
し
、
熱
心

に
話
合
っ
て
準
備
し
、

開
催
さ
れ
る
。

　

宝
塚
市
民
環
境
大
学
で
学
ん
だ
者
達
が
、
環
境

に
貢
献
し
た
い
と
「
環
学
Ｏ
Ｂ
会
」
を
結
成
し
、

自
宅
か
ら
出
る
生
ご
み
で
堆
肥
を
作
り
、
焼
却
費

(

宝
塚
市
年
間
28
億
円)

や
二
酸
化
炭
素
の
削
減

を
目
指
し
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
「
ご
み
の
山

は
宝
の
山
」
と
「
宝
塚
」
を
組
合
せ
て
命
名
し
た

「
た
か
ら
堆
肥
」
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
園
芸
店
等
で
売
ら
れ
て
い
る

「
ピ
ー
ト
モ
ス
」
と
「
も
み
が
ら
く
ん
炭
」
を
段
ボ
ー

ル
に
入
れ
、
生
ご
み
を
混
ぜ
る
だ
け
で
す
。
温
度

を
10
度
以
上
に
保
つ
と
微
生
物
が
分
解
し
て
く
れ

て
、
３
ケ
月
ほ
ど
で
堆
肥
に
な
り
ま
す
。
こ
の
方

法
は
、
わ
ざ
わ
ざ
容
器
を
買
わ
な
く
て
も
段
ボ
ー

ル
を
利
用
し
て
手
軽
に
安
価
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で

も
出
来
、
臭
い
も
殆
ど
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
当

会
で
は
、
公
民
館
や
小
学
校
、
コ
ー
プ
な
ど
延
べ

60
回
以
上
の
出
前
講
座
を
行
い
、
草
の
根
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
是
非
、
挑
戦
し
て

み
て
下
さ
い
。 

（
投
稿：

逆
瀬
台
在
住
深
田
勝
通
）

設
提
案
が
あ
っ
た
。

６
０
０
坪
を
超
え
る

広
大
な
駐
車
場
は
、

不
特
定
多
数
の
た
ま

り
場
と
も
な
り
、
治

安
・
風
紀
上
の
問
題

な
ど
、
当
提
案
は
住

宅
街
で
問
題
点
が
多

い
。
コ
ン
ビ
ニ
案
を

留
保
し
て
、
当
会
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
に

あ
る
交
流
施
設
新
設

案
を
協
議
し
て
行
く
。

　

宝
塚
市
は
、
昭
和
46
年
度(

１
９
７
１
年
度)

か

ら
第
１
次
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
以
後
10
年

ご
と
に
、
総
合
計
画
を
策
定
し
、
豊
か
な
自
然
や
文

化
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変

化
し
、
こ
れ
か
ら
の
「
地
域
主
権
の
時
代
」
は
、
地

方
自
治
体
か
ら
校
区
住
民
組
織
に
対
し
、
権
限
と
財

源
の
移
譲
が
図
ら
れ
て
、
地
域
自
治
活
動
へ
と
進
展

し
て
行
く
。
第
５
次
総
合
計
画
は
、
宝
塚
市
の
ま
ち

づ
く
り
理
念
を
目
指
し
て
、
６
つ
の
基
本
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
目
標
で
逆
瀬
台
小
学
校
区
の

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。

幸
せ
な
人
生
と
学
力

「
無
縁
死
ゼ
ロ
」
の
逆
瀬
台
地
域
づ
く
り
を

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
紹
介

６　

観
光
・
文
化
・
産
業

６　

観
光
・
文
化
・
産
業

４　

教
育
・
子
ど
も
・
人
権

４　

教
育
・
子
ど
も
・
人
権

３　

健
康
・
福

健
康
・
福
祉

５　

環　

境

５　

環　

境

２
面
に
つ
づ
く

２
面
に
つ
づ
く

平成２３年４月から始まる「第５次宝塚市総合計画」が決まりました平成２３年４月から始まる「第５次宝塚市総合計画」が決まりました

　

平
成
22
年
５
月
、
宝

塚
市
教
育
委
員
会
か
ら

地
域
に
対
し
、
適
正
規

模
に
よ
る
校
区
再
編
成

の
提
案
が
あ
っ
た
。
宝

塚
市
の
小
学
校
は
24
校

あ
る
が
、
特
に
生
徒
数

が
急
増
傾
向
に
あ
る
校

区
が
あ
り
、
緊
急
対
策

を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
再
編
し
た
い

と
言
う
話
し
で
あ
っ
た
。

該
当
校
区
の
合
意
形
成

や
問
題
点
の
先
延
ば
し

が
続
く
と
、
生
徒
や
地

域
に
大
変
不
幸
な
事
態

も
生
じ
る
。
校
区
問
題

を
早
く
解
決
し
、
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

１　

こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営

１　

こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営

２　

安
全
・
都
市
基
盤

２　

安
全
・
都
市
基
盤

裏山を背景に逆瀬台地区マンション群、逆瀬台小学校を展望する

「ゆずり葉コミュニ
ティルーム」で車椅
子の人たちも参加し
て介護研修を行う福
祉・介護をサポート
する『ＮＰＯ法人き
らり』の人たち

行政とコンビニ新設で話合う役員会

フレミラ祭りで市長に説明

秋の「ゆずり葉まつり」で話合うＰＴＣ

宝塚市で高齢者の集い、ふ
れあいサロンが始まって 10
年が経った。平成22年11月
９日(火 )、逆瀬台小学校区
の８か所のサロンが集まり
交流会を開催した。活動者
同士が、お互いに情報交換
を行ってサロンの活動に活
かせるヒントを身につけた。

売布小学校出前講座

平成２２年１０月３１日(日)、兵庫県
民会館で、「スポーツクラ２１ひょうご」
全県交流事業『全県クラブサミット』
が開催。宝塚市から２４のクラブを代
表して「スポーツクラブ２１ゆずり葉」
が出席した。　　【３面に関連記事】
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＜

材
料

＜

　

・
段
ボ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 

40
ℓ
程
度
の
大
き
さ

　

・
ピ
ー
ト
モ
ス　
　
　

15
ℓ

　

・
も
み
が
ら
く
ん
炭　

10
ℓ

　

・
箱
を
覆
う
、
虫
除
け
用
の
布

＜

作
り
方＞

①
段
ボ
ー
ル
は
、
透
き
間
を
紙
テ
ー
プ
で
ふ
さ
ぎ

(

虫
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め)

底
は
二
重
に
す
る
。

②
ピ
ー
ト
モ
ス
・
も
み
が
ら
く
ん
炭
を
段
ボ
ー
ル

　

箱
に
入
れ
、
適
量
の
水
を
加
え
軽
く
混
ぜ
る
。

③
こ
れ
に
、
生
ご
み
を
入
れ
て
い
く
。
一
回
に
入

れ
る
量
は
５
０
０
ｇ
ま
で
が
良
い
。

④
梅
干
し
や
塩
分
の
多
い
も
の
、
又
は
貝
殻
な
ど

　

の
硬
い
物
は
避
け
る
。

⑤
虫
除
け
の
布
を
か
ぶ
せ
、
レ
ン
ガ
の
ブ
ロ
ッ
ク

　

な
ど
、
台
の
上
に
置
き
通
気
性
を
良
く
す
る
。

⑥
置
き
場
所
は
雨
の
当
た
ら
な
い
日
当
た
り
の
良

　

い
と
こ
ろ
。
室
内
で
も
良
い
。

⑦
３
ヶ
月
を
目
安
に
生
ご
み
を
加
え
る
の
を
や
め
、

　

そ
の
後
２
～
３
週
間
熟
成
さ
せ
た
後
、
堆
肥
と

　

し
て
使
う
。

≪

重
要
管
理
ポ
イ
ン
ト≫

　

・
温
度
は
10
度
以
上　

　

・
水
分
は
約
60
％
程
度

　

・
生
ご
み
は
１
㎝
程
度
に
細
か
く
し
て
入
れ
る
。

　

・
よ
く
か
き
混
ぜ
て
空
気
を
入
れ
る
。

　

・
箱
を
布
等
で
覆
い
虫
の
侵
入
を
完
全
に
防
ぐ
。

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
作
り
方

１
面
に
関
連
記
事

コ
ン
ポ
ス
ト
の
説
明

売
布
小
学
校
廊
下
の
コ
ン
ポ
ス
ト

コ
ー
プ
神
戸
の
出
前
講
座

生
ゴ
ミ
を
入
れ
て
い
る
様
子

１
面
か
ら
つ
づ
く

１
面
か
ら
つ
づ
く

　

22
年
11
月
、
サ
ロ

ン
活
動
者
の
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
来
て
ほ

し
い
人
に
来
て
も
ら

え
な
い
」「
活
動
の
後

継
者
が
い
な
い
」「
自

治
会
館
や
集
会
所
ま

で
坂
が
多
く
、
遠
い

の
で
参
加
で
き
な
い
」

と
い
う
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
サ
ロ
ン
を
通
じ
て
「
知
り
合
い
が
増
え
た
」

「
一
人
暮
ら
し
の
方
の
生
活
の
様
子
が
分
か
り

見
守
り
が
で
き
た
」「
地
域
の
役
員
と
し
て
サ

ロ
ン
の
お
手
伝
い
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

人
と
知
り
合
う
ご
近
所
づ
き
あ
い
の
一
環
と

し
て
自
分
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
た
」
と
い
う
感
想
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
、

サ
ロ
ン
等
の
集
う
場
が
「
人
と
人
が
繋
が
る

場
」「
支
え
あ
う
場
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
社
協
」
）
や

逆
瀬
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
包

括
」
）
で
は
、
公
的
な
支
援
に
加
え
、
住
民
同
士

の
「
繋
が
り
の
場
」「
支
え
合
い
の
場
」
を
通
じ

て
、
ご
近
所
で
の
新
た
な
縁
・
援
を
作
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

社
協
・
包
括
で
は
本
紙
を
通
じ
て
、
地
域

内
の
課
題
を
継
続
的
に
発
信
し
て
い
く
と
と

も
に
下
記
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
社
協
で
は
、
サ
ロ
ン
等
の
集
い
の
場
づ
く

　

り
支
援
、
助
成
金
や
活
動
保
険
等
の
運
営

　

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
地
域
内
の
課
題

　

か
ら
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に

　

つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
る

　

機
会
を
作
り
ま
す
。

　
　

連
絡
先　

お
ば
や
し 

よ
り
あ
い
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　

電
話 

74
ー
３
６
９
０

②
包
括
で
は
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と

　

し
て
、
介
護
保
険
制
度
の
手
続
き
や
生
活

　

上
で
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

　

ま
す
。
お
元
気
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

　

め
に
、
介
護
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
お
元

　

気
講
座
）
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

　

座
等
も
開
催
し
ま
す
。

　
　

連
絡
先　

電
話 
76
ー
２
８
３
０

身
近
な
地
域
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

　
　

実
感
で
き
る
取
り
組
み
に
向
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　

社
協
と
包
括
の
支
援

３　

福
祉

　

宝
塚
市
第
２
地
区
自
治
会
連
合
会
の

単
位
自
治
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た

市
民
自
治
の
実
現
は
、
地
域
自
治

の
確
立
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

地
域
の
人
々
が
、
地
域
に
眠
っ
て

い
る
資
源
（
労
働
力
、
原
材
料
、

技
術
力
な
ど
）
を
活
用
し
て
行
う

小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
利
益
の
追

求
に
加
え
地
域
課
題
の
解
決
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
る
。
住
民
が
主
体

と
な
り
、
地
域
の
資
源
（
人
・
モ

ノ
）
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
に

あ
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
地

域
密
着
型
ビ
ジ
ネ
ス
。

に
、
市
民
と
市
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的

な
原
則
を
定
め
、
も
っ
て
個
性
豊

か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の

実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

市
民
が
主
体
的
に
市
政
に
参
加
す

る
た
め
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
と
市
が
協

働
し
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち

た
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
平
成
14
年
４
月
に

制
定
し
た
条
例
。

◆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

◆ 

市
民
参
加
条
例

宝塚市自治会連合会の組織

宝

塚

市

自

治

会

連

合

会

（
第
１
地
区
か
ら
第
７
地
区
）

地

区

自

治

会

連

合

会

校
区(

地
域
）
自
治
会
連
絡
協
議
会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

単位自治会

宝塚市地域自治の構図

第５次宝塚市総合計画の構成

　　計画期間 ： 平成２３年～
　　　　　　　　　　　 ３２年度

　　計画期間 ： 平成２３年～２７年度
　　　　　　 　　　　( 前期基本計画）

　　計画期間 ： ３年間の計画で、
　　　　　　　　　 毎年見直し

基　本　計　画

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
進
行
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

  

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
実
施
（
協
議
・
要
望
）
書
」

地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

基礎資料
として反映

基　本　構　想

実　施　計　画

実施計画は、基本計画に基づき、事業の具体的な内容を決める。

仕組み

都 道 府 県

基礎自治体(市町村）

従　来

国（各省庁）

担
当
課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

Ｎ

Ｐ

Ｏ

各
種
団
体

子
ど
も
会

老

人

会

自

治

会

市
民
力

地
域
力

協
働
課
題

≪校区（地域）自治会連絡協議会を中核≫

（校区各種団体の横断的組織）
校 区 ま ちづ くり 協 議 会

宝塚市庁内体制
行 政 の 横 断 的 組 織 化

権限移譲・規制緩和

一 括 交 付 金

上 記 組 織 の 事 業

今　後

　

平
成
22
年
11
月
27
日
（
土
）
宝
塚
第
一
、
西

山
、
末
広
、
逆
瀬
台
の
小
学
校
区
で
構
成
す

る
第
２
地
区
の
自
治
会
長
41
名
を
対
象
に
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
第
５
次
宝
塚
市
総
合

計
画
に
お
け
る
地
域
自
治
の
実
現
に
向
け

「
地
域
自
治
を
目
指
す
校
区(

地
域
）
自
治
会

連
絡
協
議
会
の
確
認
と
目
的
・
組
織
・
運
営

等
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
議
論
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
の
ね
ら
い
は
、
地
域
自
治
に
お
け

る
自
治
会
の
中
核
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確

立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

逆
瀬
台
小
学
校
区
は
、
宝
塚
市
で
唯
一
の　

校
区
自
治
会
協
議
会
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
お
け
る
組
織
の
一
元
化
と
機
能

化
が
図
ら
れ
意
思
決
定
、
実
施
機
関
の
ス
ム
ー
ズ

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

平
成
14
年(

２
０
０
２
年
）
制
定
。
宝
塚
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

◆ 

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

市
町
村
内
の
一
定
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
の

地
縁
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
組
織
。
自
治
会
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）
か
ら
、
市
域
を
概
ね
小

学
校
区
を
単
位
と
し
て
分
け
、
自
治
会
を
中
核
に
、

地
域
で
活
躍
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
あ
ら
ゆ

る
人
た
ち
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
推
進
す
る
組
織
。
現
在
20
の
協
議
会
が
あ
る
。

◆ 

地
縁
型
の
地
域
組
織

◆ 
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

市
民
が
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、

決
め
て
行
動
す
る
こ
と
。
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ

る
「
住
民
自
治
」
の
概
念
に
加
え
て
、
市
民
力
の

強
化
を
め
ざ
す
。

◆ 

市

民

自

治

用
語
集
・

逆
瀬
台
小
学
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

は
、
平
成
15
年
12
月
に
行
政
へ
提
出
し

実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
難
か

ら
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
か
ら

ＣＯＰ１０ 「生物多様性交流フェア」
外務省事務局からＤＶＤを借入、役員会で上映会

アに平成２２年１０月２７日（水）宝塚市自治会連合会
と宝塚市環境衛生推進協議会の合同視察研修と
して実施された。宝塚市職員２名と自治会長３９名
が参加した。 ゆずり葉コミュニティ活動局長でもあ
り、 逆瀬川マンション自治会長の千秋さんが参加
され、外務省ＣＯＰ１０事務局と交渉しＤＶＤを借入
れてきた。ＤＶＤは役員会で上映され、ＣＯＰ１０及
び生物多様性の重要性が地域へ伝わることである。

　生物多様性に世界が集う会議
ＣＯＰ１０の開催にあわせ、 平成
２２年１０月１１日から２９日まで
「生物多様性交流フェア」が、 名
古屋市で開催された。 このフェ

研修後の資料追加頁
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情
報
の
共
有
化
と
合
意
形
成
の
確
立
強
化
を

情
報
の
共
有
化
と
合
意
形
成
の
確
立
強
化
を

小
学
校
区
の
地
域
力
・
自
治
会
力
の
拡
充

小
学
校
区
の
地
域
力
・
自
治
会
力
の
拡
充
へ

第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
の
市
民
自
治
に
向
け
て

第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
の
市
民
自
治
に
向
け
て

(

宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
加
盟
自
治
会)

逆
瀬
台
小
学
校
区
自
治
会
協
議
会

縦割り行政、市民活動
団体・事業者・学校等

スポーツクラブ２１ゆずり葉
老人会、子ども会　他
民生委員・児童委員
逆瀬台小学校ＰＴＡ
光ガ丘中学校ＰＴＡ
青少年育成市民会議
青少年補導委員
人権啓発推進委員会
ＮＰＯ、各種活動団体・グループ
マンション市民活動グループ

逆瀬台小学校
光ガ丘中学校
宝塚高等学校
宝塚西高等学校
逆瀬台郵便局
社会福祉協議会逆瀬台地区センター

せいれい逆瀬台デイサービスセンター

宝塚エデンの園
宝塚栄光園
商店街アヴェルデ・逆瀬台Ｍ・逆瀬台センター

 

 

連携
 ・
協働

 

 

連携
 ・
協働

＊＊＊ 組 織 の 一 元 化 と 機 能 化 ＊＊＊

役　
　

員　
　

会

会　
　
　

長

連合会未加入 (見做し自治会）

自 　治　 会 　７

マンション管理組合７

戸　建　＝　６
マンション＝１[

事　

務　

局　

長

活　

動　

局　

委　

員

活　

動　

局　

長

会 計 監 査 広報

書記

経理

施設

（　

活
　

動
　

者
　

登
　

録
　

届　

）

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

＆

活

動

団

体

事　

務　

局　

委　

員

宝

塚

市

自

治

会

連

合

会

校
区(

地
域)

自
治
会
連
絡
協
議
会

地
区
自
治
会
連
合
会(

第
一
～
第
七
地
区)

白瀬川両岸集合住宅協議会

＊　 ＝代表権

＊ 役員会：戸数による基準制度
＊ 活動者登録届＝地域の人材バンク

＊ 賛否：議決点数制度

逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」組織図

　

宝
塚
市
自
治
会
連

合
会
は
、
平
成
22
年

度
の
『
新
自
治
会
長

研
修
会
』
と
『
定
例

総
合
研
修
会
』
を
６

月
24
日
に
開
催
し
た
。自治会長の研修会

　

ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
、
西
脇
市

日
野
地
区
人
権
教
育

協
議
会
・
自
治
会
・

地
区
住
民
の
来
訪
を

受
け
、
研
修
会
を
７

月
17
日
に
開
催
し
た
。 西脇市との研修会

日
時

：

10
月
23
日(

土
）　

　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

１
ス
テ
ッ
プ
＝
組
織
構
成
発
足
、
情
報
紙
、
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト

２
ス
テ
ッ
プ
＝
環
境
・
美
化
活
動
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
、

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
達
の
地
域
育
成
、
地
域
福
祉
活

　
　
　
　
　
　

動
等
多
様
な
視
点

　
　
　
　
　
　

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
生
活
課
題

　
　
　
　
　
　

 

へ
の
日
常
的
取
り
組
み
）

３
ス
テ
ッ
プ
＝
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
自
治

　

『
校
区(

地
域)

自
治
会
連
絡
協
議
会
』
は
、
平
成
18

年
度
に
採
択
さ
れ
、
第
５
次
総
合
計
画
の
『
市
民
自
治
』

『
地
域
自
治
』
の
実
現
へ
、
校
区(

地
域)

内
自
治
会
の

組
織
化
に
よ
っ
て
地
域
力
・
自
治
会
力
の
拡
充
を
図
る
。

　

校
区
の
合
意
形
成
過
程
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
、
平
成

22
年
度
の
連
合
会
自
治
会
長
研
修
会
で
総
括
さ
れ
た
。

30
年
間
の
イ
メ
ー
ジ
）
』
に
つ
い
て
、
行
政
か
ら
権
限
と
財
源
を
年
間
２
～

３
億
円
程
度
が
移
譲
さ
れ
、
生
活
道
路
補
修
、
公
園
の
管
理
運
営
、
公
民
館

事
業
等
や
独
自
企
画
に
よ
る
事
業
を
行
う
と
言
う
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
が
描
か
れ
て
い
た
。
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
な
が
ら
、
権
限
と

財
源
を
地
域
に
シ
フ
ト
す
る
地
域
自
治
の
具
体
的
な
方
向
性
が
あ
っ
た
。

　

平
成
11
年
３
月
小
寺
群
馬
県
知
事
は
、
小
学
校
を
住

民
の
「
自
治
区
」
と
し
て
３
億
円
の
財
源
移
譲
を
私
案

提
示
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、『
宝
塚
市
民
の
新
し
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
』
の
冊
子
の
中
で
『
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
20
～

　

平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

第
５
次
宝
塚
市
総
合
計
画
は
、
現
在

市
議
会
で
審
議
さ
れ
て
お
り
、
12
月

ま
で
に
議
決
さ
れ
る
。
10
年
後
の
宝

塚
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
か
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
や
る
べ
き

こ
と
を
示
す
中
長

期
計
画
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
の
策

定
経
過
は
、
平
成

20
年
度
で
市
民
意

識
調
査
、
各
種
団

体
ア
ン
ケ
ー
ト
、

基
礎
資
料
の
収
集

・
分
析
な
ど
を
行

っ
て
お
り
、
ま
た

『
地
域
ご
と
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
』

（
２
面
参
照
）
が

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　

平
成
21
・
22
年
度
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
、
自
治
会
な
ど
が

構
成
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
な
っ
て

市
民
会
議
や
審
議
会
で
計
画
案
を

ま
と
め
あ
げ
た
。
こ
れ
か
ら
の

『
地
域
主
権
の
時
代
』
に
向
け
て
、

市
民
自
治
の
実
現
は
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
、
自
治
会
に
よ
る
『
地

域
自
治
』
を
確
立
さ
せ
る
と
と

も
に
、
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
、

学
校
な
ど
が
広
域
的
に
行
う
活
動

を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
の
『
ゆ
ず

り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
則
』
を
基

本
と
し
た
組
織
体
制
を
活
性
化
さ

せ
、
『
合
意
形
成
の
確
立
』
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
ゆ
ず
り
葉
ま
つ
り
」
の
開
催

「
ゆ
ず
り
葉
ま
つ
り
」
の
開
催

 

子
供
た
ち
を
中
心
に
、
盛
大
に
秋
祭
り
を
開
催
し
ま
す
!!

　
　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!
雨
天
決
行

主
催

：

逆
瀬
台
小
学
校

　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
ず
り
は
会

場
所

：

逆
瀬
台
小
学
校

　
　
　
　

運
動
場
お
よ
び
体
育
館

内
容

：

お
み
こ
し
、
ダ
ン
ス
、

　

ラ
イ
ブ
、
和
太
鼓
、
紙
芝
居
。

　

各
種
ゲ
ー
ム
。
も
ち
つ
き
、
綿

　

菓
子
の
実
演
販
売
。

　

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
の
セ
ッ
ト
、
ベ

　

ー
グ
ル
、
た
こ
せ
ん
、
お
に
ぎ

　

り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
飲
料

　

の
チ
ケ
ッ
ト
制
に
よ
る
販
売
。

　

岡
山
県
津
山
の
無
農
薬
野
菜
・

　

果
物
・
黒
豆
の
現
金
販
売
、
等

宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
の
内
部
組
織

宝
塚
市
自
治
会
連
合
会
の
内
部
組
織

 

『
校
区(

地
域)

自
治
会
連
絡
協
議
会

治
会
連
絡
協
議
会
』

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

の
強
化
発
展
が
重
要
と
な
る

の
強
化
発
展
が
重
要
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

　
　
　

　
　
　
　

３
段
階
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

３
段
階
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

小
学
校
区
を
住
民
の
自
治
区
に

小
学
校
区
を
住
民
の
自
治
区
に

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
円
の
財
源
移

３
億
円
の
財
源
移
譲

ゆずり葉
まつり
2010

恒例参
議
院
選
挙
投
票
率
向
上
に
ド
ア
to
ド
ア

　
　
　
　

の 

「
巡
回
バ
ス
」 

往
復
路
を
運
行

　

逆
瀬
台
小
学
校
区
の
高
齢
化
率

は
、
宝
塚
市
内
で
断
ト
ツ
の
35
％

を
超
え
最
高
位
に
あ
り
、
か
つ
高

低
差
の
激
し
い
高
台
住
宅
街
の
住

民
に
、
投
票
所
ま
で
の
道
の
り
は

大
変
困
難
で
あ
る
。

　

７
月
11
日
、
白
瀬
川
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
、
国
の
助
成
を
受
け
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
と
自
治
会
が
協
賛

金
の
負
担
を
し
て
巡
回
バ
ス
を
運

行
し
た
。
昼
前
か
ら
土
砂
降
り
と

な
っ
た
雨
の
中
、
朝
９
時
か
ら
夕

方
５
時
ま
で
、
17
往
復
し
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
群
の
６
箇
所
で
、

乗
降
場
の
目
印
に
、
の
ぼ
り
を
立

て
ベ
ス
ト
姿
の
世
話
役
が
案
内
を

し
た
。
前
回
ま
で
の
別
の
投
票
所

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
２
階

に
な
っ
て
い
た
が
、
高
齢
化
が
進

み
、
今
回
か
ら
新
し
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
投
票
所
に
変
更
さ
れ
た
。

２／５頁



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　　②　　　　　　　　　 ③　　　　　　　　　　　 ④
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完了　未完了　終了　継続　実施施策　不要施策　短期　中期　長期

  1　行政　ゆずり葉緑地からドングリふれあいの森 ・ ヤマボウシふれあいの森、 ガケ崩壊防止工事跡 ( 緑と花づくりエリア ) を
　　　　　　　　　ネットワークする散策路を整備する。

   ２　  行政　　散策路の東南側の入口となる若瀬橋一帯を魅力ある空間とし、 青葉台からの入口である白瀬上配水池のフェンス
　　　　　　　　   を移設し、 区画道路からスム－ズにアクセスできるようにする。

　 ３　  行政　　裏山ハイキングコースの一つである行者山の前山無名峰に住民募集によるネーミングを行い、 国土地理院の地形
                     図に記載出来るようにする。

   ４　　協働     併せて健康づくりの活性化にむけてピーク （山のいただき） に 「登山記録箱」 を設置する。 また、 コースにある
                     宝塚市２１世紀ヤマボウシ記念植樹祭の 「記念モニュメント標識」 を設置する。

　 ５　　行政　　住民の健康づくりに活用している裏山のハイキングルートを封止している県道大沢西宮線ガードレールに開口部を
　　　　　　　　　 設ける。

　 ６　　行政　　西宮市に抜ける県道明石神戸宝塚線に散策路としての歩道を新設し、 国立公園 ・ 樫が峰、 甲山森林公園、 ゆ
　　　　　　　　　 ずり葉散策路から行者山へのアクセスを強化し、 阪急仁川駅より阪急宝塚駅に至る宝塚市西部ハイキングコース
　　　　　　　　　 の整備を行う。

 　７　　行政　　ゆずり葉台分岐点から盤滝口交差点までのかっての歩行道路の復元を図る。

 　８　　行政　　ゆずり葉緑地の恵まれた自然の中でリクレーションをもっと市民が楽しむために広域から人々の集まる場所であり、
　　　　　　　　　 違法駐車解消のための駐車場の充実や北部地帯にトイレの新設をする。

　 ９　　協働　　ゆずり葉緑地の恵まれた自然の中でリクレーションをもっと市民が楽しむために広域から人々の集まる場所であり、
　　　　　　　　　 ゴミ対策の美化看板の設置を行う。

  １０　 行政　　逆瀬川マンション北側から逆瀬台住宅に沿う白瀬川両岸に散策路と護岸のモルタルを一定の間隔で露地を穿って
　　　　　　　　　 植樹と花木 ・ 花草を植栽してアメニティロードとしていく。

  １１　 協働　  集合住宅内の市立公園と市設緑地の花壇植栽は、 園芸愛好者サークルに開放し花壇を整備して市民の憩いの場
　　　　　　　　　 とする。

  １２　 協働　  「コミュニティの部会」 「グリーン逆瀬台」 「花と緑の会」 「青葉会」 などの活動を中心に、 地域住民がお互いに声
　　　　　　　　　 を掛け合い、 助け合って地域内公園、 公共用地の樹木や花の補植、 清掃等の居住環境の保全 ・ 育成や山の
　　　　　　　　　 自然や散策路の維持管理、 及び健康と美化を兼ねた散策活動の活性化に努める。

  １３　 行政　　深谷貯水池を周囲に桜木を植樹して花見の名所にするとともに、 水にふれあえる公園として有効活用できるように
　　　　　　　　　 する。

  １４　 行政　　宝塚ゴルフ場の農薬散布に係る情報を定例的に行うよう要望する。

  １５　 行政　　逆瀬台１丁目の市有地 ( ガソリンスタンド横の空き地 ) に、 児童～高齢者までがふれあえる交流施設 ( 児童館、
　　　　　　　　　 図書館、 老人憩いの家、 集会所、 体育室、 クッキングルーム、 健康器具の設置した部屋等の機能を備えた複
　　　　　　　　　 合施設 ) または、 子ども達がのびのびと遊べる広場の整備を検討する。

  １６　 行政　　小学校 ・ 中学校 ・ 高校の体育館や運動場 ・ 空教室、 各集合住宅の集会所･体育施設を一定条件の下に地域住
　　　　　　　　　 民に開放し、 スポーツ活動 ・ コミュニティ活動の活性化を図る。

  １７　 協働　　地域のコミュニティ活動の中心となる、 「ゆずり葉コミュニティルーム」 を更に一層有効活用するため、 周辺の環境
　　　　　　　　　 条件の充実、 例えば必要最低限の駐車場新設や出入り口等の整備を行う。

  １８　 行政　　併せて、 参加者おさそい相乗り運動の実施や福祉タクシー乗り合い制度、 ミニバス (100 円バス ) の導入を検討し
　　　　　　　　　 ていく。

  １９　 協働　　自治会館の管理運営権の自治会への委譲を機に自治会館を地域住民のふれあいサロンとして活用して行く。

  ２０　 市民　　地域の有志に、 街かどふれあいスペース ( 蔵書の公開、 オープンガーデン、 趣味の品作品展など ) を提供して
　　　　　　　　　 もらい、 地域住民間のふれあい ・ 交流を活発にする。

  ２１　 協働　　独居老人の意向をふまえながら、 病弱、 持病がある人や障害がある人達の希望をまとめ、 緊急通報システムや
　　　　　　　　　 買い物の手伝いなどの具体的な見守り運動を民生委員と連携して構築･展開する。

  ２２　 協働　　空巣、 痴漢、 いたずら電話が多発していることから、 防犯対策として、 交番と警ら箱、 警察官立寄り所の設置を
　　　　　　　　　 要望するとともに防犯パトロールを強化する。 児童の防犯に対しては、 アトム 110 番の周知に努める。

  ２３　 行政　　県道明石神戸宝塚線の一部 ( 西山住宅前 ) には歩道がなく、 大変危険な区間がある。 この区間の歩道整備を推
　　　　　　　　　 進する。　 

  ２４　 行政　　県道明石神戸宝塚線に沿ってマンション群があり、 車の騒音が大きく、 速度制限や看板の設置、 警察官の配置
　　　　　　　　　 などの騒音対策を行う。　

  ２５　 協働　　逆瀬台の住宅地内にあるバス通りは、 周辺地域からの車の通り抜けが多く危険である。 警察と連携のもと、 スピ
 　　　　　　　　　ード制限を遵守するよう安全対策、 騒音防止活動を行う。

  ２６　 協働　  逆瀬台１丁目の若瀬橋付近は、 ３道路が交差し、 住宅街で見通しが悪い上に県道明石神戸宝塚線に通り抜けす
　　　　　　　　　 る車が非常に多いため、 通学時は大変危険である。 保護者の立ち番の他、 警察官の交通整理など児童の安全
　　　　　　　　　 対策を推進する。

  ２７　 行政　　青葉台のⒶ蔵人台共同墓地及びⒷ市営西山霊園に、 墓参のための駐車場の新設を行う。

  ２８　 行政　　瀬台５丁目から共同墓地横を通り南口 ・ 逆瀬川方面への道路において、 道路中央の部分が高くなっており、 現
　　　　　　　　　 在の停止ラインで止まっても逆瀬台方面から来る車は見えないので大変危険につき安全対策を行う。　

  ２９　 協働　　路上駐車は、 車椅子の障害となり、 また見通しも悪くなるので、 取り締まりを強化するよう警察署へ要望すると共
　　　　　　　　　 に、 地域独自でのパトロール等に取り組む。

  ３０　 行政　　阪急バス ・ 逆瀬台センター行きの路線でバス停の間隔が長く、 高齢者の行動圏拡大のためにも、 逆瀬台１丁目
　　　　　　　　　 と逆瀬台５丁目の中間地点に新しいバス停の設置を要望する。

  ３１　 行政　　阪急バス ・ 光ガ丘行きの路線で運行時間が、 現在午後９時台で終了しているので 10 時半頃までの運行を要望す
　　　　　　　　　 る。

  ３２　 行政　　県道明石神戸宝塚線は、 荒地西山線が開通すると交通量がますます増大する。 このため、 白瀬川西詰から諭鶴
　　　　　　　　　 羽橋北詰までの区間で、 以下の４点について検討及び事業化を推進する。

  ３３　 行政　　Ⓐ３車線にして、 右左折レーンの完全整備を行うこと。

  ３４　 行政　　Ⓑ南側沿いに幅広いグリーンカラーの歩道を設置すること。

  ３５　 行政　　Ⓒその歩道区域は、 常緑高木の緑地化とその樹間はベンチ等を置いて憩いの場とすること。

  ３６　 行政　　Ⓓ現在２カ所あるバス停に充分なポケットを設置すること。

  ３７　 協働　　コミュニティ西側に広がる里山は宝塚市全体の貴重な自然であり、 健康づくり活動とも連携しつつ、 ボランタリー
　　　　　　　　　 な管理活動の推進を図る。

  ３８　 行政　　県道明石神戸宝塚線やバス通りの沿道は、 街並みの統一 ・ 街路樹の統一 ・ 瀟洒なデザインの街路燈設置、 歩
　　　　　　　　　 道の美装化など安全で快適な道路空間づくりに努める。

  ３９　 行政　　緑化の創出事業として、 逆瀬台６丁目バスセンターから５丁目２２番地までの左右に高いよう壁のある通りの街路樹
　　　　　　　　　 を統一した樹木 （楠木、 りんごの木等） に植替え、 大きく繁茂させる。

  ４０　 行政　　逆瀬台１丁目から白瀬橋を渡った４丁目公園の正面入口付近は、 夜間暗く通行が危険であるし、 防犯上も問題が
　　　　　　　　　 ある。 まちの入口にふさわしい瀟洒なデザインの街路燈を設置する。

  ４１　 協働　　県道明石神戸宝塚線に沿う宝塚ゴルフ場の鉄柵フェンス ・ コンクリートポール ・ ネットはまちの景観を大きく損ねて
　　　　　　　　　 いるため、 ゴルフコースの設計を見直すなどしてこれらの撤去検討を要望していく。

  ４２　 市民　　小学校、 中学校の教育のなかで地域の魅力や問題点の発見学習を行い、 まちづくりに対する意識や地域への愛
　　　　　　　　　 着を育む。

  ４３　 市民　　大人から積極的に子ども達に声をかける｢あいさつ運動｣を実施する。

  ４４　 市民　　地域で活動している各種団体の交流会、 情報交換のためのイベント等を開催する。

  ４５　 市民　　地域内の様々な才能をもった住民に参加を呼びかけ、 仮称 「文化･技能祭」 を開催し、 音楽会や住民持ち寄り
　　　　　　　　　 の作品展示 ・ 観賞等を通じ地域文化の発揚と交流を定着する。

  ４６　 市民　　また、 これらの方々を｢人材バンク｣として登録し、 いざというときに活躍していただけるシステムをつくる。

  ４７　 市民　　地域住民を対象としたまちづくり学習、 講演会の開催、 県 ・ 市などが主催するまちづくり研修会への派遣 ・ 参加
　　　　　　　　　 を積極的に行う。 また、 他コミュニティや他自治体のまちづくり協議会と交流を行い、 学習する。

  ４８　 市民　　ミミズクポスト、 ゆずり葉だより、 ホームページの充実に努め、 双方向の意見交換ができるシステムを検討する。

　４９ 　協働　　 「白瀬川の自然を育てる会」 を発足させて、 白瀬川の自然豊かでホタル鑑賞、 自然観察などの住民が楽しめる
　　　　　　　　　 環境に変貌させ、 住民の交流の場づくりを目指す。　

(2)ゆずり葉だより　秋・第６１号平成２２年１０月 1 日

*** まちづくり計画を見直しました ***
≪前回の見直しから一年余が経過≫ 短期：：平成２２年度までに実施　中期：：平成２７

年度までに実施　 長期：：平成３２年度までに実施
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施策
番号

宝塚市へ７月３０日付で提出しました

施　　　　　　策　　　　　　内　　　　　　容主体

備考：施策番号の２３，３０，３１，３９，４０番は、紙面の都合から内容を要約しています。

３／５頁



光
ガ
丘
自
治
会

光
ガ
丘
自
治
会

(1) ゆずり葉だより　夏・第６０号 平成２２年７月１日

夏 第 60 号

 編集・発行／ゆずり葉コミュニティ　事務局・広報         ＜発行部数＞ 4,500 部 

 ＜住  　所＞　〒665―0024　宝塚市逆瀬台 6丁目１番１号  宝塚市立逆瀬台小学校内
 ＜Ｅメール＞　m@yuzuriha-c.web7.jp              ＜連絡先＞　中村 TEL72-5644

＜ブ ロ グ＞  http://www.hnpo.comsapo.net/yuzuriha/
 逆瀬台小学校区

10,000 人のまちづくり
＜ホームページ＞  http://yzrh.exblog.jp/

＜掲 示 板＞  http://8507.teacup.com/yuzuriha/bbs?

＜TEL/FAX＞  0797-73-8839

( 自由投稿版）

　

≪

提

案≫

≪

課
題
整
理≫

≪

ル
ー
ト≫

２
面
に
続
く

２
面
に
続
く

白
瀬
川
両
岸
集
合
住
宅
協
議
会

白
瀬
川
両
岸
集
合
住
宅
協
議
会

 

「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催

「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催

～
元
気
な
逆
小
校
区
の
ま
ち
づ
く
り

元
気
な
逆
小
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
～

平成２２年度定時役員会（総会）を開催しました
　

私
た
ち
が
策
定
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
地

域
計
画
」
の
基
本
目
標
の
一
つ
に
「
健
康

長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
わ
が
ま
ち
の
高
齢
化
率
が
35
％

を
越
え
て
、
宝
塚
市
断
ト
ツ
の
校
区
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
取
組
ん
で

い
く
福
祉
課
題
に
関
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー

世
話
役　

逆
瀬
川
マ
ン
シ
ョ
ン
自
治
会

　
　
　

 
 
 
 
 

会
長　

千 

秋 

良 

雄

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
自
治
会
、
管
理
組

合
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
補
導
委
員
、
人
権

委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
、
社
協
地
区
セ

ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
。

(1(1) 

逆
瀬
川
マ
ン
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　
　

 
 
 

拠
点
施
設
の
紹
介

～
当
日
発
表
さ
れ
た

 

具
体
的
な
活
動
事
例
～

(2) 

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構

　

 

か
ら
の
２
０
０
万
円
助
成
金
活
動

安
全
な
優
し
い
力
強
い

 
 
 
 
 

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　

逆
瀬
台
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
宝
塚
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
常
岡
良
子
さ
ん
と
高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い
て
話

し
合
い
課
題
整
理
を
し
ま
し
た
。

(6) 

食
の
安
全
活
動

　
　

旬
の
野
菜
、
手
造
り
と
う
ふ
、

　
　
　
　
　

お
菓
子
な
ど
直
販
活
動

① 

集
会
室

集
会
室
＝
多
目
的
ホ
ー
ル
・
防
音
完

備
、
お
元
気
講
座
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶
、
卓

球
台
・
シ
ネ
マ
シ
ア
タ
ー
・
カ
ラ
オ
ケ
・

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
囲
碁
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
等

催
事
。

② 

会
議
室

会
議
室

③ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
室

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
室
＝
毎
日
朝
９
時

～
夕
方
５
時
自
由
開
放 

⇒
 

防
犯
ビ
デ
オ

の
監
視
、
交
流
広
場
、
子
ど
も
広
場
、
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
応
接
セ
ッ
ト
、
流
し

台…

。

① 

移
動
手
段

移
動
手
段⇒

☆
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
カ
ー

よ
り
借
り
入
れ
。
☆
催
事
に
希
望
者
を
会

場
ま
で
送
迎
す
る
。
☆
ド
ラ
イ
バ
ー
は
８

集
合
住
宅
か
ら
常
時
２
名
を
登
録
し
て
週

当
番
を
決
め
る
。
☆
１
人
乗
車
￥
１
０
０

を
徴
収
。
☆
阪
急
バ
ス
小
型
30
人
乗
り
運

転
手
つ
き
で
発
注
。
☆
参
議
院
選
挙
対
策

巡
回
バ
ス
投
票
率
Ｕ
Ｐ
。
☆
連
絡
事
務
所

代
わ
り
に
携
帯
電
話
で
対
応
。

② 

緊
急
対
応
ノ
ー
ト
の
作
成

緊
急
対
応
ノ
ー
ト
の
作
成⇒

☆
20

頁
原
本
。
☆
販
売
価
格
＠
１
０
０
円
／
冊
。

☆
保
管
場
所
＝
玄
関
入
口
・
電
話
機
の
上
。

(3) 

緊
急
災
害
時
の
対
応
30
分
の
勝
負

(4) 

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
手
伝
い
部
隊
（
仮
称
）

(5) 
循
環
型
社
会
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

大
型
ゴ
ミ
処
分⇒

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

大
規
模
地
震
発
災
後
30
分
で
一
時
集
合
場

所
に
集
合
。
自
力
脱
出
不
可
能
者
の
す
ば

や
い
確
認
と
支
援
の
判
断
、
救
助
体
制
の

確
保
を
。
☆
緊
急
時
エ
ネ
オ
ス
横
の
市
空

き
地
を
開
放
。
☆
備
蓄
食
糧
倉
庫
の
新
設
。

逆
瀬
川
マ
ン
シ
ョ
ン
「
す
こ
や
か
会(

老

人
会
）
」
が
主
体
と
な
り
「
布
団
干
し
」
、

「
電
球
の
取
替
え
」
な
ど
の
生
活
支
援
活

動
を
始
め
る
。

通
年
の
催
事
に
『
赤
い

羽
根
の
募
金
箱
』
を

置
い
て
協
力
を
得
る
。

　

昨
今
、
独
居
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
の
孤
独
死
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
、
社
会
の
内

部
崩
壊
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
等
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
は
っ
て
い
ま
す
。

　

当
自
治
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の
方
の
孤
独
死

問
題
が
心
配
で
、
な
ん
と
か
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
、
幹
事
一
同
話
し
合
い
、
案
を
ね
り
ま

し
た
。

　

結
果
、
光
ガ
丘
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
次
の
よ
う

な
提
案
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

◎
光
ガ
丘
で
一
人
で
住
ま
わ
れ
て
い
る
高
齢
の
方
を
皆
で

　

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

１
．
光
ガ
丘
に
居
住
す
る
人
達
皆
で
、
一
人
で
住
ま
わ
れ

　

て
い
る
高
齢
の
方
を
御
要
望
に
応
え
て
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

２
．
一
人
で
住
ま
わ
れ
て
い
る
高
齢
の
方
に
緊
急
な
場
合

　

の
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
札
を
電
話
機
の
そ
ば
等
に

　

掲
げ
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
緊
急
な
場
合
の
情
報
伝
達
ル
ー
ト
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。

４
．
自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
福
祉
活
動
委
員
会
等
の
イ

　

ベ
ン
ト
に
直
接
顔
を
あ
わ
せ
て
誘
い
ま
し
ょ
う
。

★　

方
法
と
し
て…

…
…
…

向
こ
う
三
軒
両
隣
で
見
守
っ
て
い
く
の
が
一
番
。
危
機
状

況
に
気
づ
く
力
を
つ
け
、
そ
の
情
報
を

会
長　

徳

高

宗

雄

　

平
成
22
年
度
定
時
役
員
会
が
、

４
月
25
日(

日
）、
ゆ
ず
り
葉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

役
員
19
名(

委
任
状
２
名
含

む)

の
全
員
と
関
係
者
も
含
め

て
28
名
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
報
告
事
項
２
件
と
議

案
３
件
が
全
員
の
賛
成
に
よ
り

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
号
の

「
ゆ
ず
り
葉
だ
よ
り
春
第
59
号
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

≪平成 22 年度役員名簿 (19 名）≫
 自治会及びマンション管理組合   役 員 名 

逆瀬台自治会　　　　　　　　　小 松  純
　 　〃　　　　　　　　　　　 井 箟 曄 雄
光ガ丘自治会　　　　　　　　　徳 高 宗 雄
　　 〃　　　　　 　　　　　　黄 地 幸 昌
阪急青葉台自治会              五十嵐英一
       〃　　　　　　　　　　 濱名太三郎
宝梅園団地自治会　　　　　　　塚 本 賢 一
逆瀬川マンション自治会        千 秋 良 雄
ゆずり葉台自治会　　　　　　　嶋村恵美子

逆瀬台２丁目自治会　　　　　　中 村 一 雄
阪急逆瀬台アヴェルデ管理組合　前 川 悠 一
　　　　　　　　〃 　　　　　　土 井 洋 子
団地管理組合法人逆瀬川グリーンハイツ　吉山芙貴子 

　　　　　　 〃            鬼　頭　勝
逆瀬川パークマンション管理組合  宮 谷 重 寛
逆瀬台住宅管理組合　　　　　　室 崎 千 冬
宝塚西山住宅管理組合　　　　　村 林 俊 幸
阪急逆瀬台マンション管理組合　石 谷 清 明
シャンティー逆瀬川管理組合　　新 田 義 邦

≪三役名簿 (３名）≫
会 　 　 長　中 村 一 雄

事 務 局 長  井 箟 曄 雄

活 動 局 長　千 秋 良 雄

≪監査役員名簿 (１名）≫
監 査 役 員  田 麦 典 房

≪監査委員名簿 (１名）≫
監 査 委 員  岩崎恵美子

≪事務局委員名簿(７名）≫
広 報 委 員　岩崎恵美子

　  〃　　　中 山 資 博

　  〃    黄 地 幸 昌
書 記 委 員　日 比 明 男
経 理 委 員　西 澤 芳 正
専任経理委員　道之前匡嗣
施 設 委 員　結 城 光 代

≪活動局委員名簿(10 名）≫
活 動 委 員　伊藤 喜代子
　  〃　　　岩 井 友 久
　  〃　　　鬼 頭 　 勝
　  〃　　　國 司 恒 雄
　  〃　　　阪 尻千恵子
　  〃　　　白 井 富 子
　  〃　　　千 秋 良 雄
　  〃　　　田 麦 典 房
　  〃　　　道之前匡嗣
　  〃　　　宮 部 鶴 子

≪特命部長名簿 (２名）≫
特 命 部 長  黄 地 幸 昌

    〃　     國 司 恒 雄
６月８日（火）、３０名が出席して
開催された「 福祉ネットワーク会議」

会 議 室

集 会 室コミュニティ室

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

緊
急
事
態
を
発
見
し
た
人

２
．
（
心
配
な
状
況
が
あ
る
場
合
）１

．
警
察
・
消
防
署

自
治
会
三
役
の
ど
な
た
か
に

近
く
の
自
治
会
幹
事
さ
ん

民
生
委
員
さ
ん

警
察
・
消
防
署

１
．
高
齢
者
の
状
況
を
自
治
会
全
体
で
把
握
す
る
よ
り
、

隣
近
所
の
内
で
情
報
を
留
め
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
と
思

う
が
ど
う
で
し
ょ
う
。
勿
論
、
何
ら
か
の
取
り
組
み
を

す
る
こ
と
は
自
治
会
全
体
に
知
ら
せ
る
必
要
は
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

４／５頁



(2)ゆずり葉だより　夏・第６０号平成２２年７月 1 日

１
面
か
ら
続
く

１
面
か
ら
続
く

伝
え
る
ル
ー
ト
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

★　

方
法
と
し
て

① 

（
基
本
と
し
て
）
優
し
い
細
か
い
配
慮
を
貫

　

き
、
顔
見
知
り
に
な
る
。

　

◎
老
人
ク
ラ
ブ
・
自
治
会
・
福
祉
活
動
委
員

　
　

会
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
さ
そ
う
。

　
　
　

卓
球
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等

　
　
　

に
も

　

◎
連
絡
は
直
接
顔
を
見
て
す
る
よ
う
に
す
る
。

　
　

見
守
り
に
つ
な
が
る
。

　

◎
男
性
が
外
に
顔
を
見
せ
な
い
問
題
の
解
決

　
　

は
、
い
ち
に
奥
様
の
教
育
力
。
「
夫
を
う

　
　

ま
く
外
に
出
さ
せ
る
。
」

② 

孤
立
す
る
（
外
と
の
関
わ
り
を
拒
否
す
る
）

　

人
へ
の
ケ
ア
に
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』

　

に
対
処
を
依
頼
す
る
の
も
解
決
法
の
ひ
と
つ
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
頂
け

る
方
を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

光
ガ
丘
自
治
会
長　

徳
高

 
 
 
 
 
 

連
絡
先　

TEL 

71-

９
０
７
４

２
．
近
所
の
高
齢
の
方
の
状
況
を
見
て
、
支

　

え
て
い
く
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
に
配
慮

　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

★　

方
法
と
し
て…

…
…
…

① 

各
自
で
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
必
要
情
報
を

　

記
入
し
た
札
を
電
話
機
の
付
近
に
で
も
見

　

え
る
よ
う
に
掛
け
て
お
い
て
も
ら
う
。

　
　

例　

緊
急
な
状
況
を
把
握
す
る⇒
警
察
・

　
　
　

消
防
署
に
連
絡
す
る⇒

家
屋
の
中
に

　
　
　

入
っ
て
事
態
を
見
た
上
で
、
緊
急
連

　
　
　

絡
先
に
連
絡
す
る
。

★　

例
え
ば…

…
…
…

① 

民
生
委
員
さ
ん
が
高
齢
の
方
の
情
報
を
把

　

握
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
と
る
。

② 

緊
急
な
個
人
情
報
を
自
治
会
が
掴
ん
だ
ら

　

民
生
委
員
さ
ん
に
伝
え
る
。

４
．
高
齢
の
方
の
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、

 
 

ど
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る

　

で
し
ょ
う
。
例
え
ば
近
親
者
へ
の
連
絡
方

　

法
な
ど
。

５
．
民
生
委
員
さ
ん
と
の
協
力
は
ど
の
程
度

　

の
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

★　

事
例
と
し
て…

…
…
…

① 

あ
る
地
域
で
の
取
り
組
み
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
全
戸
毎
朝
目
印
を
家
の

　

前
に
「
元
気
だ
よ
。
」
と
い
う
印
に
掲
げ
る

　

こ
と
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
旅
行
や
入
院

　

な
ど
で
留
守
を
し
た
時
に
目
印
が
で
な
い

　

こ
と
か
ら
空
き
巣
に
狙
わ
れ
被
害
に
合
う

　

と
言
う
事
態
に
至
っ
た
。

② 

次
の
よ
う
な
見
守
り
を
す
れ
ば
良
い
。

　

・
部
屋
の
電
灯
が
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て

　
　

い
な
い
か
。
・
雨
戸
が
開
か
な
い
。　

　

・
テ
レ
ビ
が
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
な

　

 

い
か
。
・
洗
濯
物
が
出
し
ぱ
な
し
に
な
っ

 
 
 

て
い
な
い
か
。
・
牛
乳
や
新
聞
、
郵
便
物

　
 

が
た
ま
っ
て
い
な
い
か
。
・
飼
犬
が
荒
れ

 
 
 

て
い
な
い
か
。

３
．
高
齢
の
方
が
元
気
で
お
ら
れ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
な
に
か
良
い
方
法
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
例
え
ば
元
気
で
あ
る
印
を
掲
げ
る

な
ど…

…

。

　逆瀬川地域包括支援センター（以後
逆瀬川包括）は、宝塚市より委託を受
け地域の高齢者の相談窓口として平
成１９年４月に開設されました。
市内には６つの包括支援センターとサ
ブセンターが設置されており、逆瀬川
包括は第２ブロックを担当しています。
お気軽にご相談ください。
　　★ 営業日　月曜日から金曜日、午前９時から午後５時半
　　★ 場所　　せいれいケアセンター宝塚（元コープの建物）
　　★ 電話　　７６－２８３０　
　逆瀬川包括では、介護保険の申請やご家族の介護に関する相談、住宅
改修（手すりや段差解消）、福祉用具（お風呂のいすや介護ベッド）、は
つらつ高齢者事業（お元気な方の栄養、口腔、運動教室）、などのご相
談をお受けしています。また最近では、消費者被害や成年後見制度など
の権利擁護に関するご相談も増えています。
　逆瀬川包括ではご相談をお受けするだけでなく、「認知症に関する方
の懇談会」を開催し、地域の方々のお声を聞かせて頂く活動も行ってき
ました。また、自治会やサロンにお伺いし、「認知症サポーター養成講座」
や「お元気講座」で一緒に介護予防の学習や体操などもお手伝いもさせ
て頂いています。
　開設 4年目を迎え、少しずつ包括支援センターの知名度もアップして
きていると感じていますが、今後より多くの地域住民の方々に知ってい
ただき、高齢者の方々が地域でその人らしい生活が送れるよう支援して
いきたいと思っております。

　表をご覧ください。逆瀬台小学校区内の高
齢化率（地域内人口に占める６５歳以上の高
齢者の割合）は、宝塚市内で最も高齢化が進
んでいる地域です。 
　しかし、高齢化＝暮らし続けられないとい
うわけではありません。最近では、歩いて行
ける身近な場所で、自治会や地域ボランティアの方々による様々な福祉
活動が始まったり、見守り・支援活動についても検討されています。

【グリーンハイツ　お元気講座】
毎月第 1水曜日 10:00 ～ 11:00

【アヴェルデ　サロン】

 小学校区　高齢化率 (%)

逆 瀬 台　　 ３５．４

中山桜台　　 ３３．８

宝塚市平均　 ２１．７

すみれが丘　   ７．９

宝塚市内で断トツの高齢化率～逆瀬台小学校区～困った時は「逆瀬川地域包括支援センター」へ

宝塚市社会福祉協議会では、宝塚市の支援により、市内７つのブロ

ックに、地域の福祉活動を支援する拠点「地区センター」と地域担当職
員を配置し、地域住民の皆様による福祉活動を支援しています。逆瀬台
地区は下記の通りです。是非ご活用ください。
　【日時】火・木曜日　１０：００～１６：４５
　【場所】せいれい逆瀬台デイサービスセンター内（２階）
　【電話】７４－３６９０

地域の高齢者や障害者

の生活支援活動をする生活支援活動をする
「ＮＰＯ法人きらＮＰＯ法人きらり」り」
が平成２２年度通常総
会を「ゆずり葉コミュ
ニティルーム」で開催
した。今後ますます高
齢化が進む中にあって
地域ボランティアの活
動が大切となってくる。

逆瀬台１丁目、２丁目、ゆずり葉台の逆瀬台１丁目、２丁目、ゆずり葉台の
選挙投票所が変わります選挙投票所が変わります

今までの投票所は、逆瀬川グリーンハイツの２階でした。高齢化が進

み、バリアフリーの逆瀬川マンションＢ棟１階の集会室に変わります。

宝塚ゴルフ場宝塚ゴルフ場

空き地

白　瀬　川

Ａ棟
Ｃ棟Ｂ棟逆瀬台住宅

西高・アヴェルデ

⇒

逆瀬川駅⇒

ガソリンスタンド
　エネオス逆瀬川マンション

逆瀬川マンション集会室
　　 選挙投票所

パ
ン
ネ
ル

市民と市長の語らいの場

 「車座集会」 を開催

逆瀬台小学校区まちづく
り協議会のエリアとして、
せいれい逆瀬台ディサー
ビスセンターで５月１５
日（土）に開催されました。
他の小学校区からも参加
され有意義な市長との語
りあいとなりました。
市長にゆずり葉コミュニ
ティを良く理解して頂け
る場となりました。

逆
瀬
台
小
学
校
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

逆
瀬
台
小
学
校
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

逆
瀬
台
小
学
校
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

逆
瀬
台
小
学
校
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

こ
の
度
宝
塚
市
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
運
営
を
支
援

す
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
「
た
か
ら
づ
か
学
校
応
援
団
」

を
組
織
す
る
こ
と
と
な
り
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
５
人
の
調

整
役(

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
の
１
人
に
「
逆
瀬
台
小

学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
か
ら
徳
高
宗
雄
さ
ん
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
は
子
育
て
や
介
護
の
相
談
、
一
人
暮
ら
し

や
高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
、
安
否
確
認
や
福
祉
情
報
の
紹
介

な
ど
、
見
守
り
を
通
し
て
地
域
の
中
で
「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
」

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
、
民
生
児
童
委
員
は

13
名
、
民
生
・
児
童
協
力
委
員
は
26
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

育
成
会
の
児
童
見
守
り
同
伴
下
校

≪

第
２
地
区
民
生
児
童
委
員
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
か
ら
抜
粋≫

【
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で…

…

高
齢
者
の
日
常
見
守
り
支
援
】

あ
な
た
の
暖
か
さ
を
、
地
域
の

子
ど
も
に
与
え
て
く
だ
さ
い
！

「
た
か
ら
づ
か
学
校
応
援
団
」

い
き
が
い
福
祉
課

配
食
サ
ー
ビ
ス

訪
問
活
動 

　
　
　

 

安
否
確
認
、
話
し
相
手　
　
　
　

民
生
児
童
委
員

あ
ん
し
ん
カ
ー
ド 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
認
知
症 

民
生
児
童
委
員

福
祉
電
話 

 

　
　
　

70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し　
　

社
協

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム 

65
歳
以
上
、
身
体
に
不
安
の
あ
る
方  

パ
ナ
ユ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　

 

安
否
確
認
の
必
要
な
高
齢
者
世
帯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

昼
間
高
齢
者
世
帯
を
含
む
）  

　

 

地
域
包
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
食
５
４
０
円

　
　
　
　
　
　
　

 

不
自
由
な
時
、
い
つ
で
も
誰
で
も　

直
接
業
者
へ

介
護
フ
ァ
ミ
リ
ー 

65
歳
以
上
高
齢
者
の
日
常
支
援　

 

介
護
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

会
員
登
録
制 　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

事
業　
　
　
　
　

 

１
時
間
７
０
０
～
９
０
０
円　
　

 

８
６－

５
７
８
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋
交
通
費

お
む
つ
給
付　
　
　

要
介
護
４
・
５
で
必
要
の
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
税
非
課
税
世
帯

歳
末
助
け
あ
い　
　

お
せ
ち
、
大
掃
除　
　
　
　
　
　

社
協

５／５頁
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